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(57)【要約】
【課題】キャプチャ処理時の露光量不足を解消するのに
好適に構成された電子内視鏡用装置を提供すること。
【解決手段】電子内視鏡用装置は、電子内視鏡のライト
ガイドに供給される照明光を照射する光源と、光源とラ
イトガイドの入射端との間の光路に配置され、第一開口
と第二開口とが形成された第一絞りと、第一開口と第二
開口とが光路上に選択的に挿置されるように第一絞りを
移動させる絞り駆動手段と、キャプチャ操作を受付可能
なキャプチャ操作受付手段と、キャプチャ操作の受付後
に撮影画像をキャプチャするキャプチャ手段とを備える
。絞り駆動手段は、第一開口が光路上に位置するように
第一絞りを支持しており、キャプチャ操作が受け付けら
れると、キャプチャ手段によってキャプチャされる撮影
画像だけが第二開口を通過した照明光で照明された画像
となるように、第一絞りを移動させる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子内視鏡のライトガイドに供給される照明光を照射する光源と、
　前記光源と前記ライトガイドの入射端との間の光路に配置され、第一開口と、該第一開
口よりも大きい第二開口とが形成された第一絞りと、
　前記第一開口と前記第二開口とが前記光路上に選択的に挿置されるように前記第一絞り
を移動させる絞り駆動手段と、
　前記電子内視鏡による撮影画像をキャプチャするためのキャプチャ操作を受付可能なキ
ャプチャ操作受付手段と、
　前記キャプチャ操作受付手段による前記キャプチャ操作の受付後に前記撮影画像をキャ
プチャするキャプチャ手段と、
を備え、
　前記絞り駆動手段は、
　　前記第一開口が前記光路上に位置するように前記第一絞りを支持しており、
　　前記キャプチャ操作受付手段により前記キャプチャ操作が受け付けられると、前記キ
ャプチャ手段によってキャプチャされる撮影画像だけが前記第二開口を通過した照明光で
照明された画像となるように、前記第一絞りを移動させることを特徴とする、電子内視鏡
用装置。
【請求項２】
　電子内視鏡のライトガイドに供給される照明光を照射する光源と、
　前記光源と前記ライトガイドの入射端との間の光路に配置され、第一開口と、該第一開
口よりも大きい第二開口とが形成された第一絞りと、
　前記第一開口と前記第二開口とが前記光路上に選択的に挿置されるように前記第一絞り
を移動させる絞り駆動手段と、
　前記電子内視鏡による撮影画像をキャプチャするためのキャプチャ操作を受付可能なキ
ャプチャ操作受付手段と、
　前記キャプチャ操作受付手段による前記キャプチャ操作の受付後に前記撮影画像をキャ
プチャするキャプチャ手段と、
を備え、
　前記絞り駆動手段は、
　　前記第一開口が前記光路上に位置するように前記第一絞りを支持しており、
　　前記キャプチャ操作受付手段により前記キャプチャ操作が受け付けられると、前記光
路上の開口が前記第一開口、前記第二開口、該第一開口に順に変わるように、前記第一絞
りを移動させ、
　前記キャプチャ手段は、
　　前記光路上に前記第二開口が挿置されているときに照明された被写体の撮影画像だけ
をキャプチャすることを特徴とする、電子内視鏡用装置。
【請求項３】
　前記第一絞りには、前記光路上に挿置される開口が切り替わる間も該光路を遮蔽しない
ように、前記第一開口と第二開口とを接続するスリットが形成されていることを特徴とす
る、請求項１又は請求項２に記載の電子内視鏡用装置。
【請求項４】
　前記第一絞りには、一対の前記第一開口と１つの前記第二開口が形成されており、
　一方の前記第一開口、前記第二開口、他方の前記第一開口が所定の線上に順に並ぶよう
に配置されており、
　前記絞り駆動手段は、前記キャプチャ操作受付手段による前記キャプチャ操作の受付時
に限り、前記第一絞りを、前記一方の第一開口が前記光路上に挿置される位置から、前記
他方の第一開口が該光路上に挿置される位置まで、前記所定の線上に沿って移動させるこ
とを特徴とする、請求項１から請求項３の何れか一項に記載の電子内視鏡用装置。
【請求項５】
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　前記スリットは、前記所定の線上に沿って形成されていることを特徴とする、請求項３
を引用する請求項４に記載の電子内視鏡用装置。
【請求項６】
　前記所定の線は、直線又は円弧であることを特徴とする、請求項４又は請求項５に記載
の電子内視鏡用装置。
【請求項７】
　前記被写体に照射される照明光の光量を調節する、前記第一絞りとは別個の第二絞りと
、
　前記電子内視鏡により撮像された被写体像の輝度値に基づいて前記第二絞りを動作させ
て前記照明光の光量を調節する調光手段と、
を更に備え、
　前記第一絞りは、前記光源と前記第二絞りとの間の光路に配置されていることを特徴と
する、請求項１から請求項６の何れか一項に記載の電子内視鏡用装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、患者の体腔内を観察するための電子内視鏡用装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子内視鏡システムには、被写体（主に自然光の届かない患者の体腔内）を電子内視鏡
内に配線されたＬＣＢ（Light Carrying Bundle）を介して照明する光源装置が備えられ
ている。光源装置には、適正な輝度の被写体像が得られるように調光機能が搭載されてい
る。この種の調光機能を搭載した電子内視鏡システムの具体的構成が例えば特許文献１～
４に記載されている。
【０００３】
　特許文献１に記載の電子内視鏡システムは、電子シャッタ速度の調節だけでは適正な露
光量が得られない場合、光源ランプの点灯電圧を調節する。すなわち、撮像素子への露光
量が適正となるように、光源ランプの明るさ自体を調節する。また、特許文献２に記載の
電子内視鏡システムは、モニタに表示される動画像の明るさを一定にするため、撮像素子
から順次読み出される画像信号に基づいて輝度値を算出し、輝度値と被写体像の適切な明
るさを示す動画像基準輝度値とに基づいて絞りの開度を調節する。特許文献３及び４に記
載の電子内視鏡システムは、輝度センサの出力に基づいてロータリーシャッタを光軸と直
交する方向に移動させ、光路上に位置するロータリーシャッタの開度を変更することによ
って調光を行う。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第３８８８７６４号公報
【特許文献２】特許第３９４００１７号公報
【特許文献３】特開２００５－３０４６３４号公報
【特許文献４】特開２００５－２９６４５４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、静止画（キャプチャ画像）では、ある程度のブレを許容することができる動
画像と異なり、病変部等を記録として鮮明に残す必要上、ブレを抑えなければならない。
そのため、キャプチャ操作（又はシャッタ操作又はフリーズ操作）時には、通常よりも高
速なシャッタ速度で被写体像をキャプチャする。この場合、通常の動画撮影時と比べて撮
像素子上への露光時間が短くなるため、露光量不足によってキャプチャ画像が暗くなる。
そこで、特許文献１～４に記載の電子内視鏡システムでは、キャプチャ操作が行われると
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、撮像素子に対する露光量不足を抑えるため、光源ランプの点灯電圧を一時的に上昇させ
て光源の明るさ自体を上昇させ、又は自動調光制御によって照明光量を一時的に増加させ
る。
【０００６】
　しかし、光源ランプの点灯電圧が上昇すると、光源装置内部が過熱される虞がある。ま
た、光源ランプの熱がＬＣＢを介して電子内視鏡先端にまで伝達し、電子内視鏡先端を過
熱する虞もある。また、自動調光制御の場合は、キャプチャ操作後に検出された輝度値に
基づいて照明光量を調節することになるため、キャプチャ処理時の急激な輝度値の低下に
対して絞り等の機械的要素の追従が遅れることになる。そのため、一時的な露光量不足が
避けられず、適正な明るさのキャプチャ画像を得ることが難しい。
【０００７】
　本発明は上記の事情に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、キャプチ
ャ処理時の露光量不足を解消するのに好適に構成された電子内視鏡用装置を提供すること
である。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一形態に係る電子内視鏡用装置は、電子内視鏡のライトガイドに供給される照
明光を照射する光源と、光源とライトガイドの入射端との間の光路に配置され、第一開口
と、第一開口よりも大きい第二開口とが形成された第一絞りと、第一開口と第二開口とが
光路上に選択的に挿置されるように第一絞りを移動させる絞り駆動手段と、電子内視鏡に
よる撮影画像をキャプチャするためのキャプチャ操作を受付可能なキャプチャ操作受付手
段と、キャプチャ操作受付手段によるキャプチャ操作の受付後に撮影画像をキャプチャす
るキャプチャ手段とを備える。絞り駆動手段は、第一開口が光路上に位置するように第一
絞りを支持しており、キャプチャ操作受付手段によりキャプチャ操作が受け付けられると
、キャプチャ手段によってキャプチャされる撮影画像だけが第二開口を通過した照明光で
照明された画像となるように、第一絞りを移動させる。
【０００９】
　また、本発明の一形態に係る電子内視鏡用装置は、電子内視鏡のライトガイドに供給さ
れる照明光を照射する光源と、光源とライトガイドの入射端との間の光路に配置され、第
一開口と、第一開口よりも大きい第二開口とが形成された第一絞りと、第一開口と第二開
口とが光路上に選択的に挿置されるように第一絞りを移動させる絞り駆動手段と、電子内
視鏡による撮影画像をキャプチャするためのキャプチャ操作を受付可能なキャプチャ操作
受付手段と、キャプチャ操作受付手段によるキャプチャ操作の受付後に撮影画像をキャプ
チャするキャプチャ手段とを備える。絞り駆動手段は、第一開口が光路上に位置するよう
に第一絞りを支持しており、キャプチャ操作受付手段によりキャプチャ操作が受け付けら
れると、光路上の開口が第一開口、第二開口、第一開口に順に変わるように、第一絞りを
移動させる。また、キャプチャ手段は、光路上に第二開口が挿置されているときに照明さ
れた被写体の撮影画像だけをキャプチャする。
【００１０】
　このように、本発明の一形態に係る電子内視鏡用装置によれば、光路上の開口が撮影画
像のキャプチャ時に限り、第一開口よりも大きい第二開口となるため、被写体への照明光
量が撮影画像のキャプチャに合わせて一時的に増加する。これにより、キャプチャ画像の
露光量不足が避けられるため、適正な明るさのキャプチャ画像を得ることができる。キャ
プチャに合わせた照明光量の増加は、キャプチャ操作をトリガーとして第一絞りを移動さ
せるという簡易な制御で実現される。
【００１１】
　第一絞りには、光路上に挿置される開口が切り替わる間も光路を遮蔽しないように、第
一開口と第二開口とを接続するスリットが形成されていてもよい。
【００１２】
　また、第一絞りには、一対の第一開口と１つの第二開口が形成されており、一方の第一
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開口、第二開口、他方の第一開口が所定の線上に順に並ぶように配置されていてもよい。
この場合、絞り駆動手段は、キャプチャ操作受付手段によるキャプチャ操作の受付時に限
り、第一絞りを、一方の第一開口が光路上に挿置される位置から、他方の第一開口が光路
上に挿置される位置まで、所定の線上に沿って移動させる。
【００１３】
　上記のスリットは、例えば所定の線上に沿って形成されている。ここで、所定の線には
、例えば直線や円弧が想定される。
【００１４】
　また、本発明の一形態に係る電子内視鏡用装置は、被写体に照射される照明光の光量を
調節する、第一絞りとは別個の第二絞りと、電子内視鏡により撮像された被写体像の輝度
値に基づいて第二絞りを動作させて照明光の光量を調節する調光手段とを更に備えたもの
であってもよい。この場合、第一絞りは、例えば光源と第二絞りとの間の光路に配置され
ている。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、キャプチャ処理時の露光量不足を解消するのに好適に構成された電子
内視鏡用装置が提供される。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の実施形態に係る電子内視鏡システムの構成を示すブロック図である。
【図２】本発明の実施形態の電子内視鏡システムに備えられた調光ユニットの構成を示す
図である。
【図３】本発明の実施形態の調光ユニットに備えられたキャプチャ用絞りの構成を示す図
である。
【図４】本発明の実施形態の調光ユニットに備えられた可変絞りの構成を示す図である。
【図５】本発明の実施形態においてプロセッサにて実行される調光処理を示すフローチャ
ートである。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、図面を参照して、本発明の実施形態に係る電子内視鏡システムについて説明する
。
【００１８】
　図１は、本実施形態の電子内視鏡システム１の構成を示すブロック図である。図１に示
されるように、電子内視鏡システム１は、医療用の撮像システムであり、電子スコープ１
００、プロセッサ（電子内視鏡用装置）２００、及びモニタ３００を備えている。電子ス
コープ１００の基端は、プロセッサ２００と光学的・電気的に接続されている。プロセッ
サ２００は、電子スコープ１００が出力する撮像信号を処理して画像を生成する画像処理
装置と、自然光の届かない体腔内を電子スコープ１００を介して照明する光源装置とを一
体に備えた一体型プロセッサである。別の実施形態では、画像処理装置と光源装置とを一
体型装置でなく別体の装置で構成してもよい。
【００１９】
　図１に示されるように、プロセッサ２００は、システムコントローラ２０２、及びタイ
ミングコントローラ２０４を有している。システムコントローラ２０２は、電子内視鏡シ
ステム１を構成する各要素を制御する。タイミングコントローラ２０４は、信号の処理タ
イミングを調整するクロックパルスを電子内視鏡システム１内の各種回路に出力する。
【００２０】
　ランプ２０８は、ランプ電源イグナイタ２０６による始動後、白色光を放射する。ラン
プ２０８には、キセノンランプ、ハロゲンランプ、水銀ランプ、メタルハライドランプ等
の高輝度ランプが適している。ランプ２０８から放射された照明光は、調光ユニット２１
０を介して適正な光量に制限されて、ＬＣＢ１０２の入射端に入射する。
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【００２１】
　ＬＣＢ１０２の入射端に入射した照明光は、ＬＣＢ１０２内を全反射を繰り返すことに
よって伝播する。ＬＣＢ１０２内を伝播した照明光は、電子スコープ１００の先端に配さ
れたＬＣＢ１０２の射出端から射出する。ＬＣＢ１０２の射出端から射出した照明光は、
配光レンズ１０４を介して被写体を照明する。被写体からの反射光は、対物レンズ１０６
を介して固体撮像素子１０８の受光面上の各画素で光学像を結ぶ。
【００２２】
　固体撮像素子１０８は、例えばベイヤ型画素配置を有する単板式カラーＣＣＤ（Charge
 Coupled Device）イメージセンサであり、受光面上の各画素で結像した光学像を光量に
応じた電荷として蓄積して、Ｒ、Ｇ、Ｂの各色に応じた撮像信号に変換する。変換された
撮像信号は、プリアンプ１１０による信号増幅後、ドライバ信号処理回路１１２を介して
信号処理回路２２０に入力する。別の実施形態では、固体撮像素子１０８は、ＣＭＯＳ（
Complementary Metal Oxide Semiconductor）イメージセンサであってもよい。
【００２３】
　タイミングコントローラ２０４は、システムコントローラ２０２によるタイミング制御
に従って、ドライバ信号処理回路１１２にクロックパルスを供給する。ドライバ信号処理
回路１１２は、タイミングコントローラ２０４から供給されるクロックパルスに従って、
固体撮像素子１０８をプロセッサ２００側で処理される映像のフレームレートに同期した
タイミングで駆動制御する。
【００２４】
　信号処理回路２２０に入力した撮像信号は、クランプ、ニー、γ補正、補間処理、ＡＧ
Ｃ（Auto Gain Control）、ＡＤ変換等の処理後、各色信号別にフレーム単位でＲ、Ｇ、
Ｂの各色対応のフレームメモリ（不図示）にバッファリングされる。バッファリングされ
た各色信号は、タイミングコントローラ２０４によって制御されたタイミングでフレーム
メモリから掃き出されて、ＮＴＳＣ（National Television System Committee）やＰＡＬ
（Phase Alternating Line）等の所定の規格に準拠した映像信号に変換される。変換され
た映像信号がモニタ３００に順次入力することにより、被写体の画像がモニタ３００の表
示画面に表示される。
【００２５】
　図２は、調光ユニット２１０の構成を示す図である。図２に示されるように、調光ユニ
ット２１０は、集光レンズ２１０ａ、キャプチャ用絞り２１０ｂ、可変絞り２１０ｃ、カ
ップリングレンズ２１０ｄ、絞り駆動回路２１０ｅ、ソレノイド２１０ｆ、ＤＣモータ２
１０ｇを備えている。ランプ２０８から放射された照明光は、集光レンズ２１０ａにより
キャプチャ用絞り２１０ｂを介して可変絞り２１０ｃ付近に一旦集光され、カップリング
レンズ２１０ｄを介してＬＣＢ１０２と結合している。
【００２６】
　図３（ａ）は、キャプチャ用絞り２１０ｂの構成を示す図である。図３（ａ）に示され
るように、キャプチャ用絞り２１０ｂは、可変絞り２１０ｃとは別個独立に設けられた絞
りであり、矢印Ａ方向に略直線状に形成されたスリット状の開口ＯＰを有している。開口
ＯＰの中央部Ｃは、スリット幅が他よりも太く形成されている。キャプチャ用絞り２１０
ｂの軸受２１０ｂ１には、ソレノイド２１０ｆのプランジャに連結されたシャフト２１０
ｆ１が圧入されている。キャプチャ用絞り２１０ｂは、シャフト２１０ｆ１により、開口
ＯＰの幅方向の中心（図３（ａ）中、矢印Ａ方向と平行な一点鎖線）が光軸ＡＸと略重な
る位置でプロセッサ２００内に支持されている。
【００２７】
　絞り駆動回路２１０ｅは、システムコントローラ２０２による制御下でソレノイド２１
０ｆ及びＤＣモータ２１０ｇを駆動する。ソレノイド２１０ｆは、絞り駆動回路２１０ｅ
より出力されるドライブ信号に従い、キャプチャ用絞り２１０ｂをシャフト２１０ｆ１と
一体に矢印Ａ方向に移動させる。より詳細には、ソレノイド２１０ｆは、第一位置と第三
位置との間でキャプチャ用絞り２１０ｂを矢印Ａ方向に移動させる。第一位置は、開口Ｏ
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Ｐの右端部ＳＲが光路上（言い換えると、集光レンズ２１０ａからの照明光束ＬＢ）に挿
置されたときのキャプチャ用絞り２１０ｂの位置であり、第三位置は、開口ＯＰの左端部
ＳＬが光路上に挿置されたときのキャプチャ用絞り２１０ｂの位置である。
【００２８】
　ここで、図３（ａ）では、キャプチャ用絞り２１０ｂが第一位置、第二位置（開口ＯＰ
の中央部Ｃが光路上に挿置されたときのキャプチャ用絞り２１０ｂの位置）、及び第三位
置にあるときに照明光束ＬＢが通過する開口ＯＰ内の夫々の範囲を斜線にて示す。本明細
書中、第一位置及び第三位置に対応する開口ＯＰ内の斜線範囲を「第一開口ＯＰ１」と記
し、第二位置に対応する開口ＯＰ内の斜線範囲を「第二開口ＯＰ２」と記す。すなわち、
開口ＯＰは、第一開口ＯＰ１、第一開口ＯＰ１よりも大きい第二開口ＯＰ２、第一開口Ｏ
Ｐ１が矢印Ａ方向に延びる所定の直線上に順に並べて配置されており、かつ各開口（斜線
範囲）が直線状のスリットによって連結された開口形状となっている。このように、開口
ＯＰがスリット状に形成されているため、光路上に挿置される開口（斜線範囲）が切り替
わる間も光路がキャプチャ用絞り２１０ｂによって遮蔽されることはない。そのため、例
えば開口（斜線範囲）の切り替わり途中にモニタ３００内の撮影画像の表示がブラックア
ウトすることはない。
【００２９】
　キャプチャ用絞り２１０ｂは、ソレノイド２１０ｆにより、通常、一対の第一開口ＯＰ
１の一方が光路上に挿置されている位置（すなわち第一位置又は第三位置）でプロセッサ
２００内に支持されており、後述するように、キャプチャ操作が行われたときに限り、第
一位置から第二位置を介して第三位置（又は第三位置から第二位置を介して第一位置）に
移動する。
【００３０】
　図４は、可変絞り２１０ｃの構成を示す図である。図４に示されるように、可変絞り２
１０ｃは、先端部２１０ｃ１を備えている。先端部２１０ｃ１は、図示省略されたアーム
やギヤ等の伝達機構を介してＤＣモータ２１０ｇに連結支持されており、ＤＣモータ２１
０ｇにより円弧ＣＣ１に沿って光路を横切る方向に移動する。先端部２１０ｃ１には切欠
き部２１０ｃ２が形成されている。また、微細孔２１０ｃ３が円弧ＣＣ１に沿って多数形
成されている。先端部２１０ｃ１が円弧ＣＣ１に沿って移動することにより、可変絞り２
１０ｃ（切欠き部２１０ｃ２と微細孔２１０ｃ３）を通過する照明光束ＬＢ’（キャプチ
ャ用絞り２１０ｂによって絞られた照明光束）の光量が変化する。
【００３１】
　可変絞り２１０ｃは、モニタ３００の表示画面に表示される映像が適正な明るさとなる
ように、ＤＣモータ２１０ｇによって回転移動されて開度（光路上に挿置される切欠き部
２１０ｃ２の割合と微細孔２１０ｃ３の数）が変化し、照明光束ＬＢ’の光量を開度に応
じて制限する。適正とされる映像の明るさの基準は、例えば術者によるユーザインタフェ
ース２１２の輝度調節操作に応じて設定変更される。ユーザインタフェース２１２の構成
には種々の形態が想定される。ユーザインタフェース２１２の具体的構成例には、プロセ
ッサ２００のフロント面に実装された機能毎のハードウェアキーや、タッチパネル式ＧＵ
Ｉ（Graphical User Interface）、ハードウェアキーとＧＵＩとの組合せ等が想定される
。なお、本実施形態においては、固体撮像素子１０８により撮像された被写体像の輝度値
に基づいて可変絞り２１０ｃを回転移動させて照明光束ＬＢ’の光量を調節するという、
周知の調光制御が行われる。そのため、可変絞り２１０ｃを用いた調光制御の具体的説明
は省略する。
【００３２】
　図１に示されるように、電子スコープ１００にはキャプチャボタン（又はレリーズボタ
ン又はフリーズボタン）１１４が設けられている。術者は、キャプチャボタン１１４を押
すことにより、鮮明な画像として残すべき病変部等を、プロセッサ２００に接続されたフ
ァイルシステム（不図示）等に保存することができる。しかし、可変絞り２１０ｃを用い
た調光制御では、キャプチャ操作後に検出された被写体像の輝度値に基づいて照明光量を
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調節することになるため、キャプチャ処理時の急激な輝度値の低下に対して可変絞り２１
０ｃ等の機械的要素の追従が遅れることになる。そのため、一時的な露光量不足が避けら
れず、適正な明るさのキャプチャ画像を得ることが難しい。なお、図１において、図面を
簡明化する便宜上、キャプチャボタン１１４と他の回路との結線は省略している。
【００３３】
　そこで、本実施形態のプロセッサ２００は、キャプチャ処理時の露光量不足を解消すべ
く、図５においてフローチャートにより示される調光処理を実行する。説明の便宜上、本
明細書中の説明並びに図面において、処理ステップは「Ｓ」と省略して記す。
【００３４】
　図５のＳ１の処理では、キャプチャボタン１１４の押下が監視されている。システムコ
ントローラ２０２は、キャプチャボタン１１４が押されると（Ｓ１：ＹＥＳ）、絞り駆動
回路２１０ｅを制御してソレノイド２１０ｆを駆動する（Ｓ２）。ソレノイド２１０ｆは
、キャプチャ用絞り２１０ｂが第一位置にあるときには、キャプチャ用絞り２１０ｂを第
一位置から第二位置を介して第三位置まで矢印Ａ方向に連続的に移動させ、キャプチャ用
絞り２１０ｂが第三位置にあるときには、キャプチャ用絞り２１０ｂを第三位置から第二
位置を介して第一位置まで矢印Ａ方向に連続的に移動させる。より詳細には、ソレノイド
２１０ｆによるキャプチャ用絞り２１０ｂの移動は、第二開口ＯＰ２が光路上に挿置され
ているときに照明された被写体の撮影画像（映像信号）だけが信号処理回路２２０による
キャプチャの対象となるように、速度及びタイミングが設定されている。別の表現によれ
ば、ソレノイド２１０ｆによるキャプチャ用絞り２１０ｂの移動は、信号処理回路２２０
によってキャプチャされる撮影画像だけが第二開口ＯＰ２を通過した照明光で照明された
画像となるように、速度及びタイミングが設定されている。
【００３５】
　すなわち、本実施形態では、被写体への照明光量を撮影画像のキャプチャに合わせて一
時的に増加することにより、キャプチャ画像の露光量不足が避けられるため、適正な明る
さのキャプチャ画像を得ることができる。キャプチャに合わせた照明光量の増加は、可変
絞り２１０ｃを用いた複雑な調光制御と切り離し、キャプチャ操作をトリガーとしてアク
チュエータ（ソレノイド２１０ｆ）に所定の励磁電流を流すという簡易な制御で実現され
る。また、キャプチャに合わせた照明光量の増加に必要なメカ構成は、キャプチャ用絞り
２１０ｂをソレノイド２１０ｆによって一次元的（直線状）に移動させるという簡易な構
成で足りる。
【００３６】
　附言するに、ランプ２０８には、キャプチャ画像の明るさを確保するため、比較的出力
の高いランプが採用されている。しかし、このようなランプを採用した場合、キャプチャ
時以外の通常時に照明光量が多くなる。そのため、本実施形態では、キャプチャ時以外の
通常時は、キャプチャ用絞り２１０ｂの第一開口ＯＰ１により、被写体に照射されるラン
プ２０８の照明光量を抑えている。すなわち、開口ＯＰ１は、キャプチャ時以外の通常時
の照明光量を適正量に絞るように開口面積が設定されている。
【００３７】
　以上が本発明の実施形態の説明である。本発明は、上記の構成に限定されるものではな
く、本発明の技術的思想の範囲において様々な変形が可能である。例えば第一開口ＯＰ１
と第二開口ＯＰ２とはスリットで連結されておらず、物理的に切り離された独立の開口で
あってもよい。
【００３８】
　また、開口ＯＰは、第一開口ＯＰ１と第二開口ＯＰ２が１つずつ形成されたものであっ
てもよい。この場合、ソレノイド２１０ｆは、キャプチャ操作が行われると、光路上に挿
置される開口が第一開口ＯＰ１、第二開口ＯＰ２、第一開口ＯＰ１に順に変わるように、
キャプチャ用絞り２１０ｂを往復移動させる。
【００３９】
　図３（ｂ）は、本実施形態のキャプチャ用絞り２１０ｂの変形例（キャプチャ用絞り２
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０ｂＭには、開口ＯＰＭが形成されている。開口ＯＰＭは、第一開口ＯＰ１、第二開口Ｏ
Ｐ２、第一開口ＯＰ１が円弧ＣＣ２上に順に並べて配置されており、かつ各開口（斜線範
囲）が円弧ＣＣ２沿いのスリットによって連結された開口形状となっている。キャプチャ
用絞り２１０ｂＭの軸受２１０ｂ１には、ロータリソレノイド（不図示）のシャフト２１
０ｆ１Ｍが圧入されている。ロータリソレノイドは、絞り駆動回路２１０ｅより出力され
るドライブ信号に従い、第一位置と第三位置との間でキャプチャ用絞り２１０ｂＭをスリ
ット（円弧ＣＣ２）に沿って移動させる。変形例においても、本実施形態と同様の効果を
得ることができる。
【符号の説明】
【００４０】
１　電子内視鏡システム
１００　電子スコープ
１０２　ＬＣＢ
１０４　配光レンズ
１０６　対物光学系
１０８　固体撮像素子
１１０　プリアンプ
１１２　ドライバ信号処理回路
１１４　キャプチャボタン
２００　プロセッサ
２０２　システムコントローラ
２０４　タイミングコントローラ
２０６　ランプ電源イグナイタ
２０８　ランプ
２１０　調光ユニット
２１０ａ　集光レンズ
２１０ｂ、２１０ｂＭ　キャプチャ用絞り
２１０ｂ１　軸受
２１０ｃ　可変絞り
２１０ｃ１　先端部
２１０ｃ２　切欠き部
２１０ｃ３　微細孔
２１０ｄ　カップリングレンズ
２１０ｅ　絞り駆動回路
２１０ｆ　ソレノイド
２１０ｆ１、２１０ｆ１Ｍ　シャフト
２１０ｇ　ＤＣモータ
２１２　ユーザインタフェース
２２０　信号処理回路
３００　モニタ
ＯＰ、ＯＰＭ　開口
ＯＰ１　第一開口
ＯＰ２　第二開口
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